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４．二酸化硫黄（ＳＯ２） 

 

 平成 18 年度の二酸化硫黄の有効測定局数は、1,351 局（一般局：1,265 局、自排局：86局）であっ

た。 

 長期的評価による環境基準達成率は、一般局で 1,263 局（99.8％）、自排局で 86 局（100％）と良好

な状況が続いている（図４－１）。 

 環境基準非達成については、自然要因によるものと考えられる（資料８参照）。 

 年平均値は、昭和 40、50 年代に著しく改善し、近年は横ばい傾向にある（図４－２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－１ 二酸化硫黄の環境基準達成率の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－２ 二酸化硫黄濃度の年平均値の推移 




